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小牧市立山北保育園 重要事項説明書 

 

第１ 施設運営主体 

名  称 小牧市 

所 在 地 小牧市堀の内三丁目１番地 

電 話 番 号 ０５６８－７６－１１３０ 

代 表 者 氏 名 小牧市長 山下 史守朗 

 

   第２ 利用施設 

施 設 の 種 類 保育所 

施 設 の 名 称 小牧市立山北保育園 

施 設 の 所 在 地 小牧市安田町９８番地 

連  絡  先 
電 話 ０５６８－７３－５５３５ 

ＦＡＸ ０５６８－７３－５５３５ 

管  理  者 園長 小川 亜矢子 

開 設 年 月 日 昭和５１年４月１日 

開 設 日 時 
月曜日から金曜日（１３．休園についての休園日は除く） 

なお、土曜日については第二保育園で共同保育を実施します。 

開 設 時 間 ７：３０～１８：３０ 

対 象 児 童 
児童福祉法及び子ども・子育て支援法の定めるところにより、保育を

必要とする小学校就学前児童 

利用（認可）定員※ 
１７０人（1歳児１１人、2 歳児１９人、3歳児４６人、4歳児４７人、

5歳児４７人）   

※保育士の配置状況により、利用定員は変動します。 

 

第３ 施設・設備等の概要 

（１）施設 

敷 地 
敷 地 全 体 ２，１５９㎡   

園 庭 ９２５㎡   

園 舎 
構 造 鉄筋コンクリート造 １階建  

延 べ 面 積 ７２４．６６㎡   

（２）主な設備 

設備 部屋数 備  考 

乳 児 室 １室 ひよこ組（１歳児クラス） 

保 育 室 ５室 

こぐま組（２歳児クラス）、 

りす組（３歳児クラス）、うさぎ組（３歳児クラス）

こあら組（４歳児クラス）、きりん組（４歳児クラス） 

遊 戯 室 １室 ぞう１組（５歳児クラス）、ぞう２組（５歳児クラス） 

調 理 室 １室  

医 務 室 １室  

事 務 室 １室  

プ ー ル １箇所 固定 
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第４ 職員の配置状況 

 当園では、「小牧市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例（平成２６年１０月１日小牧市条例第３１号）」の定める基準を遵守し、保育の実施に必要な職

員として、下記の職種の職員を配置しています。 

職 種 職務内容 員数 常勤 非常勤 備考 

園長 園の業務を統括する １ １ ―  

副園長・主任 

園長を補佐し、保育内

容について保育士を

統括する。 

２ ２ ―  

保育士 

保育に従事し、その計

画の立案、実施、記録

及び家庭連絡等の業

務を行う。 

２８ １７ １１ 

(育休中職

員含む) 

２名 

保育補助員 保育士の補助を行う。 ２ ― ２  

調理員 給食業務に従事する。 ― ― ― ※１ 

用務員 
保育士の補助や園の

雑務に従事する。 
１ １ ―  

※その他、必要に応じて会計年度任用職員を追加で配置します。 

※１調理業務委託を実施しています。 

 

第５ 職員の勤務体制 

職 種 勤務時間 備考 

Ａ勤務  ７：３０ ～ １６：１５ 早番勤務 

Ｂ勤務  ８：３０ ～ １７：１５ 通常勤務 

Ｃ勤務  ９：４５ ～ １８：３０ 遅番勤務 

Ｄ勤務  ７：３０ ～ １０：３０ 早番勤務（パート） 

Ｅ勤務 １５：３０ ～ １８：３０ 遅番勤務（パート） 

※原則として年齢別にクラス担任を決めておりますが、職員の時差勤務、研修や週休２日制による

週休等のため、担当保育士が異なることがあります。 

※職務の都合上、上記とは異なる勤務時間帯となることがあります。 

 

第６ 園医 

（１）内科医 

医 療 機 関 の 名 称 浅野外科内科 

医 師 名 浅野 善博 

所 在 地 小牧市小牧原一丁目４０５番地 

電 話 番 号 ０５６８－７２－１２４１ 

（２）歯科医 

医 療 機 関 の 名 称 ひびの歯科医院 

医 師 名 日比野 聖史 

所 在 地 小牧市市之久田一丁目７５番地 

電 話 番 号 ０５６８－６８－６４００ 

※この重要事項説明書の内容は、令和６年１月現在の情報です。
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【別 表】 

１ 保育の提供に要する実費に係る利用者負担金 

項 目 内容、負担を求める理由及び目的 金 額 

３歳以上児にかかる

給食費 

これまでの「保育料」には「副食費」を含んでい

ましたが、無償化の対象費用となるのは「利用料」

の部分のみとなり、「副食費」は無償化の対象外。 

月額 5,000円 

(主食費月額 500円+ 

副食費月額 4,500円) 

・その他、保育において提供される便宜に要する費用のうち、保育所の利用において通常必要と

されるものにかかる費用であって、園児の保護者に負担させることが適当と認められる費用。 

※０~２歳児は保育料に給食費（主食費・副食費）が含まれます。 

※一部世帯には、副食費のみ負担軽減の措置があります。 

※金額の変更や上記以外の実費徴収の必要がある場合には、あらかじめ、その内容、負担を求める

理由及び目的、金額について、書面によって明らかにした上で、ご説明します。 

 

 

 


